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1　はじめに
　私は1994年の6月にアメリカの大学・大学図書館，公共図書館を訪問し
た。その際に訪れた大学図書館のうちの五つの大学図書館の訪問記はすでに
　　　　くユ　記したが，ここではその際に訪れた三つの公共図書館，すなわちニューヨー
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ク公共図書館，ボストン公共図書館，そしてマサチューセッツ州のピッッ
フィールド市という小さい町の小さい公共図書館を訪問したときの印象をも
とに，図書館の在り方について学んだことを書き記したい。
2　公共図書館の観察
　（1）ニューヨーク公共図書館一研究拠点と住民サービスにみる公共図書館
　　の姿勢一
①ニューヨーク公共図書館
　ニューヨーク公共図書館（The　New　York　Public　Liblary　Aster，　Lenox
＆Tilden　Foundations）はニューヨーク市の五番街（Fifth　Ave）二十四丁目
（42nd　St）にある。
　1895年5月23日に，アスター図書館（Astor　Library），レノックス図書館
（Lenox　Library），チルデン財団（Tilden　Trust），の三つの図書館等の統合
により設立された。1901年1月，ニューヨーク公共図書館はニューヨーク無
料貸出図書館（New　York　Free　Circulating　Library）を合併。その数ヵ月
後，アソドルユー・カーネギー（Andrew　Carnegie）は，市がその用地と図
書館の維持と運営の資金を出すという条件で，ニューヨーク市中に65の分館
を建設する資金の贈与を申し出た。1901年7月，ニューヨーーク公共図書館は
ニューヨーク市とブロンクス，マンハタン，ステイトン・アイランドにおけ
るカーネギー分館（Carnegie　branches）の運営についての契約を結んだ。現
在，ニューヨーク公共図書館は一つの名前で一つの理事会のもとで，四つの
大きい研究施設とブロンクス，マンハッタン，ステイトンアイランドの三つ
の独立区の82の貸出図書館（circulating　library）を運営している。全体で
1648万3322冊の図書と3288万5914点のその他の資料を所蔵する。1993会計年
度の図書館利用者722万0198人，カード所有者153万8！97人，職員3199人（う
　　　　　　　　　　　　　　　　くのち俸給受給2299，時間雇890）である。
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写真1　マンハッタンの高層建築物群のなかのニューヨーク公共図書館
註1）Photo　by：James　Rudnik，パンフレヅト「JOIN　NOW！Become　a　Friend
　　of　The　New　York　Pubric　Library」　より．
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　93年度の収入は1億3950万9千ドルで，うちわけは連邦補助金390万5千
ドル，州補助金1640万ドル，市補助金6435万3千ドル，その他5485万1千ド
ルである。研究図書館は主としてprivate　funds，　endoument　income，
current　giftsによて運営され，82の分館は市と州からマンハッタン，ブロン
クス，ステイトンアイランドの区に役立つために分配された公共資金によっ
　　　　　　　くのて支えられている。
　五番街にあるニューヨーク公共図書館の中央研究図書館は，ニューヨーク
市にある数多くの優れた建物の中の最高のものである，アメリカ中の最もす
ぐれたものの一つである，まさに世界の偉大な図書館といえる，という古典
芸術・建築の権威老であるHH．　Reedの言をパンフレットに引用してい
　くりる。大きな噴水の後ろに道路面からいくつもの階段を昇るテラス上に建つ。
両側に大きな石造りのbeast＝ライオンがある。大理石製の“Patience”
（忍耐）と“Portitude”（不屈の精神）という名前の2頭で，ニューヨーク
　　　　　　　　　　　　　　　く　　公共図書館のシンボルとなっている。
　このニューヨーク公共図書館には四つの研究施設・図書館がある。中央研
究図書館（Central　Research　Library），舞台芸術図書館（Library　for　the
Performing　Arts），ションバーグ黒人文化研究センター（Schomburg
Center　for　Reserch　in　Black　Culture），西43通り館（Library　at　West　43rd
　　　　　　くのStreet）である。この中央図書館は，四つの研究図書館の中枢的役割を果す
図書館で，あらゆる分野，豊富な資料とサービスは，「学者の天国」ともいわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　れ，世界中の学者や研究者を引きつけている。西43通り館は，新聞・特許そ
して保存図書館として機能を果す別館といわれているものである。
　そして，通常の公共図書館としての機能は分館で行なっている。すなわ
ち，分館は規模，コレクション，サービスにおいて多様であるが，市民への
さまざまなサービスはこの分館が担っている。
②ニューヨーク公共図書館の活動
　このニューヨーク公共図書館は，図書館史上，大きな足跡を残してきてい
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る。
　図書館にとって最も重要なことの一つは図書の選択収集である。大学図書
館における収書は図書収集を巡る教員とライブラリアンの競合と調整の歴史
であるといえよう。大学図書館における収書方針の発展の上で大きな役割を
果したのはハーバード大学の収集方針であるというが，そのときの図書館長
メトカーフがその方針策定の中心となった。彼はニューヨーク公共図書館の
図書館学校卒業，卒業後24年一同館に勤務した後，1937年頃ハーバード大学
　　　　　　　くの図書館長となった。そして，それ以前の一調査によると，このニューヨーク
公共図書館は教員がいないのに，教員選択に依存する大学図書館よりも，研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　究資料のすぐれたコレクションを所蔵していたという。このことからも，
ニューヨーク公共図書館のアメリカ図書館におけるリーダー的役割をみるこ
とができるといえよう。
　1982年に刊行された大島弘子rニェーヨーク公共図書館一市民はどのよう
にサービスを受けているか一』は，日本の公共図書館が飛躍的に伸びた時期
に，この発展の過程で現われたマイナス現象を強く意識しながらニューヨー
ク公共図書館を訪問した記録である。当時，日本の図書館はその館数，貸出
数を急激に増やし，多くの自治体が図書館を従前のように行政のアクセラ
リーとは考えずに，住民の生活に直結した施設ととしてとらえるようになる
など，日本の公共図書館は飛躍的に伸びたが，その一方に，目録などどうで
もよい，ただ貸し出せばよい，合理化の名のもとに手間のかかることはすべ
て外注に出し，最も大切な部門まで民間委託してしまう，将来の見通しもな
いままに安易なコンピューターの導入などが現われていた。このような時期
にニューヨーク公共図書館を訪問したが，こうした時代の波はニューヨーク
公共図書館にも容赦なく押し寄せていたという。「しかし，長い歴史とたゆ
みない実践，そして何よりもrすべての人にサービスする』という明快な公
共図書館理念を徹底的に追求し続けてきたこの公共図書館の対応は，やはり
日本とは異なっていた。膨大な資料をもつ4つの研究図書館と，市内にはり
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めぐらされた83の分館網は，スケールの大きい図書館システムを形成し，多
様なサービスをくりひろげていた。この都市では，幼児でも，学生でも，学
者でも，どの人でも，自分のサイズに合った図書館をもつことができるので
ある。たとえばどんな重い障害を負っても，生涯，無料で読み，知る権利を
保証されているのである。こうしたサービスをみているとアメリカ人が，図
書館を一つの文化，教育施設としてみるより，人間が人間として生きるため
に，どうしても不可欠な施設として考えているのが，よくわかるような気が
する。ニューヨーク公共図書館が，人々の生活に深くかかわり，豊かにして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのいるのを見て，私は今まで以上に図書館を大事に思うようになった」と記し
ている。
③アニュアル・リポート
　ニューヨーク公共図書館の1993年度の「年次報告書」であるrAnnual
Report　for　1993』は72ページの冊子である。前書きの後に，〔財団評議員会〕
議長報告・ドナーに対する特別謝辞付（Report　from　the　Charirman　with　a
Special　Acknowlegement　to　Our　Donors），首席運営担当者報告（Report
from　the　Chief　Operating　Officer），という二つの総括的な文書のあと，研究
図書館（The　Research　Libraries），分館（The　Branch　Libraries），図書館関
連事業（Librarywide　Program），財政情報（Financial　Information），という
四つのセクションの報告と，寄贈者及び使途指定寄附（Contributors　and
Named　Endowments），高額図書資料の寄贈（Notable　Gifts　to　the
Collections），特別来賓（Special　Guests），委員会・評議会（Committees
and　Councils），二＝一ヨーク公共図書館職員（Staff　of　The　New　York
Public　Library），統計一覧（Facts　and　Figures），という名簿・資料的記載と
遺贈手続（Recommended　Form　of　Bequest），からなる。そのほか前書で
は，いまは情報の時代である，情報は多様であるが，図書館としては，ライ
ブラリアンとユーザーの関係についての情報こそが重要であるとしている
が，それにしたがい，このアニュアル・レポートではとくにとりあげたとし
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て，Focus　on　Human　Interactionを7箇所挿入している。全体を通じて，多
面的活動の開示，図書館の財政的支援者，ライブラリアンの活躍状況の開
陳，ユーザーとの結びつきの強調などについての積極的な情報開示を行なっ
ている。
　このような自己点検・評価の在り方が図書館の発展の重要な要因となって
いるという印象をつよく受けた。
　1985年目ニュヨーク公共図書館を訪れたときの高山正也氏のレポートに
は，つぎのように記されている。日本でいういわゆる公共図書館機能はすべ
て分館が担当していて，この本館は，来館者へのサービスを除けば，専ら研
究図書館として，公共図書館である分館のサポートとマンハッタン地区の大
学や企業専門図書館とネットワークを組み，世界の経済センターである
ニューヨーク市の情報インフラストラクチュアとしての役割を果している。
さらに，1985年当時，マンハッタン島の隣りにあるスタッテソ島を本拠地に
テレポート構想が完成に近づいているが，このテレポート構想のインフラス
トラクチュアとしてニューヨークパブリックライブラリーやコロンビア大学
のコレクションを位置づけ，更にボストンからワシントンに至る，米国東北
回廊の図書館・情報センターの情報蓄積量とその組織化けを考えると，来る
べき情報化社会，ニー世紀における米国の底力の大きさが途方もないものと
　　　　くの実感できる。
　この情報ネットワークであるが，1993年の年次報告において，理事：会議長
からの報告のなかで，強調されていることは，情報革命における図書館の指
導的役割で，“Within　two　years，　all　82　branches　and　four　research
centers　of　The　New　York　Public　Library　will　be　linked　electronically　with
each　other，　and　eventually　with　other　libraries　throughout　the　country
　　　　　　　　　　，liZ）　　　　　　　　　　　　とあるように2年以内に4研究図書館と82の分館and　around the　world
を電情報ラインで結合するという電子情報化である。このような電子情報化
という時代への積極的対応を行なっているが，図書選択をめぐる定見や住民
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にとっての図書館の在り方の追求などという従来の実践と実績のある図書館
であるからこそ，それがいっそう公共図書館としての機能の強化，利用者へ
のサービスの向上につながっていくものであるといえる。
　（2）ボストン公共図書館一レリーフにみる公共図書館の理念一
①ボストン公共図書館
　アメリカ東部でも最も歴史の古いボストンの中心地のボストン・コモン
（Boston　Common）の南端に接して東西に通ずるボイルストン通り（Boylston
Street）を西に行くと，ダートマス通り（Dartmouth　Street）と交わるところ
にコープレイスクウェア（Copley　Square）がある。ボイルストン通りを忌ん
で広場の西端にロマネスク様式のトリニティー教会の建物があり，広場の東
に南北に通じるダートマス通りと，ボイルストン通りの交錯する角に，両通
りに面してボストン公共図書館（The　Boston　Public　Library）がある。この
コープレイスクウェアに位置するようになったのは1895年である。図書館は
ダートマス通りとボイルストン通りの角の，ダートマス通りの，広場に面し
た建物と，それに渡り廊下で接続したボイルストン通りに面した建物からな
る。広場に面したものが1895年のもので，建築した建築家C．F．McKimの名
をとり，マヅキムビルデイングといい，もう一つは，1972年に建てられたも
ので，その設計者P，∫ohnsonの名をとりジョンソン・ビルディングという。
現在，前者は研究図書館で，後者が一般図書館である。マッキムビルディン
グは19世紀のアメリカルネサンス建築の典型であり，建築物としての図書館
はすばらしい。その一室ベイツ・ホール（Bates　Ha11）は建築上世界で最も重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの要なものとして多くの人に認あられものである。
　このマッキムビルディングには，二つのレリーフが彫りこまれている。ボ
イルストン通りに面する玄関の上の，“THE　COMMONWEALTH　REQUIRES
EDUCATION　OF　THE　PEOPLE　AS　THE　SAFEGURD　OF　ORDER　AND
LIBETY”というものと，コープレイ広場に面した“THE　PUBLIC　LIBRARY
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写真2　ボストン公共図書館研究図謁館のベイツホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1994年6月11目　筆者撮影
OF　THE　CITY　OF　BOSTON　BUILT　BY　THE　PEOPLE　AND　DEDICATED　TO
THE　ADVANCEMENT　OF　LEARNING　AD　MDCCCLXXVIII”である。ボストン
公共図書館にやってきて，このレリーフすなわち，“共和国は秩序と自由を
守るために人民の教育を必要とする”，“ボストン市公共図書館は1888年
に，人民これを設立し，学問の前進のために捧げる”ということぽが印象に
残った。例えば，わが国の国会図書館の内部の貸出カウンター，したがって
中央部といってよいが，その頭hにあるレリーフ，“真理がわれわれを自由
にする”と異なり，非常に具体的であることがである。
　このボストン公共図書館は，『The　World　of　Learning』1994には，　rbelie－
ved　to　be　the　oldest　free　municipal　library　suppported　by　taxation　in　any
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　　　　　　　　　　　　　　　ロのcity　of　the　world」と記されているが，今日，アメリカ公共図書館の一般的形
態である公費（税）支弁による公共図書館の先駆となったものである。ボス
トン公共図書館は，アメリカ図書館史上において重要な足跡を示した図書館
であり，現在も代表的な図書館の一つである。
　今日，26の分館をもち，631万9206冊の図書のほか膨大な資料を所蔵し，
staff　489人，うちprofessional　186人，　non－professional　l　303人）という大規
　　　　　　　く　の模の図書館である。
②ボストン公共図書館の成立背景
　この印象を得たレリーフが刻まれていることを考えながら，アメリカにお
ける図書館の歴史についての書物を繕いてみた。以下，川崎良孝『アメリカ
公立図書館成立思想史』　（199王年　日本図書館協会）によってみていく。
　そこでは，図書館史を三つの大きな時期区分をしている。173！年までを前
近代の図書館史，1731年から1854年までを公立図書館成立前史，1854年以降
を公共図書館史，というものであるが，1731年はフィラデルフィア図書館会
社の成立があり，1854年はここボストン公共図書館が開館した年である。
　アメリカの図書館は，初期は植民地時代のイギリス本土風の図書館や，
トーマス・プレイによる教区図書館であった。やがて1731年にベンジャミ
ン・フランクリンとその友人等による会員制の図書館であるフィラディル
フィア図書館会祉が設立された。これ以後，このような会員制の図書館，あ
るいは所有者制の図書館が設立されていく。このような会員制図書館などの
ほか，やがて工場付属図書館，徒弟図書館，商事図書館などが生まれて，こ
のようなソーシャル・ライブラリィは多様化する。さらに学校区図書館が成
立する。このような図書館の新たな段階において，ボストンぼ，その多くに
おいて，先駆的な役割を果していくのである。1807年にボストン・アセニア
ムが設立された。これは所有者図書館の典型といわれる。1820年にマサ
チューセッツ職工慈善協会の支援でボストン徒弟図書館が設立され，同じく
伺年に，若い店員，事務員が主体となり，会費年間2ドル，初年度会員のボ
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ストン商事図書館が設立されている。また，学校区図書館も生まれている。
このように多様な図書館が設立され，図書館活動があったが，しかし，それ
には図書館としての機能に限定があり，果すべき役割に制約があり，ここに
公共図書館設立ということとなるのであるが，ボストンにおいては，まさし
くそのような多様な図書館，図書館活動の上に，ボストン公共図書館が成立
　　　　　ロのしたのである。
　このボストン公共図書館が設立される頃のボストンであるが，そこはそれ
以前のボストンが大きく変わった頃であった。かつての，「社会状況は良好
であった。…ボストンは心地よい豊かな街であり，人びとは何とか満ち足り
た健康的な生活を送っていた。ボストン人は自信に満ち，偏見を持たず，楽
観的に世の中をみることができた」（オスカー・ハンドリソン）というボス
トンは，1845年頃から劇的な変化が生じてくる。アイルランドの1845～49年
の大品饅，それに遅れるドイツの飢謹による，貧しい移民の大挙しての流入
である。とくにアイルランド人のそれが著しく，1850年には！3万6881人のう
ちの約30％を占めるようになった。このような人口構成の変化にともないあ
らゆる面での影響が現われた。まず貧民の増加である。そして急速な人口増
加と貧民の増加にともなう住宅環境の悪化，衛生設備の不備よる伝染病の流
行，死亡率の上昇がみられた。貧民の増加にともなう貧民救済資金も増大し
た。そして飲酒，犯罪，さらには売春も増加した。ボストン公共図書館が成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの湿したときのボストンはこのような状況であったという。
③　ボストン公共図書館のr1982年理事会報告』
　このボストン図書館では，成立時のTRUSTEES（理事会）の市長宛リ
ポートと，それ以来の図書館のアニュアル・レポートに接することができ
た。前者は，r1852年理事会報告』として図書館学研究者の周知のものであ
り，アメリカ公立図書館の理念を示したものとして評価されているものであ
る。私の今回のアメリカ大学図書館・公共図書館巡りをサポートしてくれた
クリス・バレルミノ（Chris　Palermino）氏が探し出してくれた。この
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TRUSTEES（理事会）の市長宛リポートは，Jesse　H．　SHERAの
“Foundations　of　Public　Library：　The　Origins　of　the　Public　Library
Movement　in　New　England，1629～1855”　（Univ．　of　Chicago　Press）の
267～290ページに全文が印影版として掲載されており，この書の翻訳書，
ジェシー・シェラ著，川崎良孝訳rパブリック・ライブラリー成立』（1998年
　日本図書館協会）の294～310ページに全訳掲載されている。このような次
第で原文，および訳文を読むことができるが，私はこの歴史的な文書の原本
を見る’ことができた。
　この公共図書館は開館に先立ち，まずtrustees（理事会）が1952年に発足
する。市長より，公共図書館を設置することにより達成する目的，それを有
効たらしめる最良の形態について，印刷体の文書で市議会に報告せよ，とい
う要請に応えるレポートである。これは『CITY　DOCUMENT　NO－37』という
市公文書の一つで，24ページに及ぶ長文のものである。
　理事会は，市議会の二つのブランチの命令に従って，公共図書館を設置す
ることによって獲得すべき目標と，それへの最も効果的な形態についての以
一ド報告をする，という書き出しがら始まる。
　「書く」ということの重要性から，図書形態の意義，そして印刷術の発明
の意義，教育における図書の意義，教育制度の意義，そして学校教育を継続
するものとして公共図書館が位置づけられ，無償公教育と同様の根拠によっ
て公費で支えられなけれぼならない。
　広く読まれることを目的とした本が出現するに応じて供給する機関が現わ
れた。すなわち，貸本屋，ソーシャル・ライブラリー，日曜学校図書館，学
校区図書館であるが，しかし，いずれも不十分であった。図書館状況，民衆
教育へ熱意，図書への関心の高揚をみた場合，新しい手段が必要である。ボ
ストン市にはあらゆる図書館や貸本屋があるものの大きな読書欲求には応え
ていない。ここに無償教育と同じ原則に基づき，また公共政策ないし義務と
して，健全で滋養に富む図書をすべての人に提供すべき必要がある。この種
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の図書はすべての人に対する教育の一部屋であり，その最も重要な構成要素
である。それは，われわれのような政治的，社会的，宗教的制度では，でき
るだけ多くの人に多数の人が読者に向かい，社会秩序の根底に立ち入る問題
を理解することが肝要であるからである。
　公教育と同様に，興味ある健全な図書を入手できない人の要求を優先すべ
きである。この観点から蔵書は四つにまとめられる。それは，帯出禁止の
本，少数の人しか読まない本，頻繁に求められる本，逐次刊行物，である。
　一般市民にとっての魅力ある図書館にすることが，結局は広汎な関心を呼
ぶことになり，学者や政治家にも役立つ大図書館になる近道である。貸出の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の徹底と手続の簡素化をはかることが必要である。
　理事会は13人の理事からなるが，そのうちの4人で構成する小委員会に
よって作成され，それを報告書としたものである。4人のうちの，Edward
EverettとGeorge　Ticknorという二人の人物が重要な役割を果した，とい
う。ボストンは，ニューイングランドの名門，ユニテリアン，ホイッグと
いった出自，宗教，政治的立場を同じくしているボストン・エリートの支配
するところである。このボストン公共図書館の設立にあたり理念的に重要な
役割を果したエヴァレットとティクナはともにボストンエリートであり，基
本的にはアリストクラシーではあったが，共和国としてのアメリカの在り方
の理念を体現していた。この共和国を維持するのは民衆であり，この民衆に
よってこそ共和国の維持が可能であるという認識にあった。悪化しつつある
ボストンであるが，教育による向上によって改善できるのであり，学校教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユのを補完するものとしての図書館にその役割があるとしたものである。
　翌年の！953年に第一回のannual　・reportが発行され，以後つづけられてい
る。ここには，図書館を市民のものとすることと，それをどのように実現し
ていくかということの熱っぽい雰囲気がある。
④　ボストン公共図書館のレリーフの意義
　以上のように，ボストン公共図書館の設立にいたる公共図書館の設立の歴
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史，ボストン公共図書館設立時期のボストンの状況，そしてなによりも共和
国における図書館の在り方を巡る理念などに触れるとき，ボストン公共図書
館のレリーフ“THE　COMMONWEALTH　REQUIRES　EDUCATION　OF　THE
PEOPLE　AS　THE　SAFEGURD　OF　ORDER　AND　LIBETY”（共和国は秩序と自
由を守るために人民の教育を必要とする），“THE　PUBLIC　LIBRARY　OF　THE
CITY　OF　BOSTON　BUILT　BY　THE　PEOPLE　AND　DEDICATED　TO　THE
ADVANCEMENT　OF　LEARNING　AD　MDCCCLXXVIII”（ボストン市公共図書館
は1888年に，人民これを設立し，学問の進歩のために捧げる）を高々と掲げ
ることの理由と意義が理解できるように思われるのである。
　（3）バークシャー・アセニアム（ピッツフィールド公共図書館）一地域史
　　研究の可能性一
①ピッツフィールド公共図書館
　マサチゴーセヅツ州の最も西の端，ニューヨーク州に接するところにバー
クシャー・カウンテイーがある。ピッツフィールドはこの郡都である。
　バクシャー・ヒルズ地方に位置しその主要都市であるこの町は，地図をみ
ると町の中央部の標高が300メートルを少し上回る。周りを山並や高い丘で
取りまかれ，ハウザトニック（Housatonic）川を來んで開けた町である。郊
外にはいくつかの湖があり，さわやかな高原という印象をもつ。もともと
は，ボストン・フ。ランテーション（Boston　Plantation）と呼ばれ，町の中央
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　の公園地区は，ボストンに似せてコモン（Common）である。1752年に恒久
的居住地となり，1889年に市となった。1955年には人口5万5290人，主な産
業は，電機機械，繊維，プラスチック，紙であった。そしてこの魅力的な都
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの市は，多数の夏期，冬期の旅行客によって賑わう。しかし，この電気機械産
業の撤退の産業衰退で，市の人口は減少がつづいている。1991年目市人ロセ
ンサスによると，4万5105人で，1920年以来最低となった。1990年には4万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの7536人であったから，この間に2431人が転出したことになる。かつてはボス
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図ピッツブイールド市中心部
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註1）Pittsfieid　West，　Pittsfieid　East　l：25000．．．．Scale　metric　topographic　map
　2）中央：東西南北の道路が交わる所にある（♪はコモンズ．図書館Librはその近く
　　にある．
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トンーアルバニー間の鉄道があり，ハウザットニク鉄道の始点でもあるここ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピッツフールドは鉄道交通の要地であり，立派な駅舎があった。鉄道が廃止
となり，取り壊わされた後がわびしい。
　ここにあるバークシャー・アセニアム［ピッツフィールド公共図書館］
（The　Berkshire　Athenaeum［The　Pittsfield　Public　Library］）は，市の中心
地パーク・スクウェアの一廓にある。1871年設立され，現在，15万3136冊の
図書とそのほかの資料を所蔵する。特別蔵書としては，バークシャー作家コ
レクション（The　Berkshire　Authors　Room），ヘルマル・メルビル記念室
（The　Herman　Melville　Memorial　Room）などがある。スタッフは40人（プ
ロフェショナル9人，書記31人）でほかにボランティア10人が職員として記
載されている。図書館の年間収入は63万5572ドルで，州から5万3000ドル，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　市から55万9249ドル，その他2万3323ドルである。
　ここは，元来はピッツフールド図書館であるが，バクシャー郡の中央図書
館でもある。ここでの地方史・家系譜サービスの項では，バークシャー郡に
関する家系譜コレクション，歴史史料は図書館開館時はいつでも利用でき
　　　　　　　　こ　る，と記されている。このように，バークシャー郡の地域史料を所蔵する。
②ピッツフィールド市の「年次報告書」
　ここにeS　，市の1892年の「年次報告書」：rAnuual　Reports　City・f　Pittsfield
1892』がある。市とな：つたのは1889年であるので発足3年後からのものであ
る。
　内容は，1892年の市職員（City　Officers　for　1892），市長挨拶（Mayor’s
Address），学校委員会報告（Report　of　the　School　Commitee），消防部首席
技監報告（Report　of　the　Chief　Engineer　of　the　Fire　Department），警察署
長報告（Report　of　the　Chief　of　Police），公共土木事業局報告（Report　of
the　Board　of　Public　Works），下水道委員会報告（Report　of　the　Sewer
Commissions），衛生局報告（Report　of　the　Board　of　the　Health），市医師会
報告（Report　of　the　City　Physicians），市書記官報告（Report　of　the　City
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Clerk），市出納官報告（Report　of　the　City　Treasurer），市会計監査官報告
（Report　of　the　City　Auditor），収税官報告（Report　of　the　Tax　Collect－
or），償還基金委員会報告（Report　of　the　Sinking　Fund　Commissloners），会
計監査委員会報告（Report　of　the　Auditing　Committee），1891年の市職員
（City　Officers　for　1891），からなる308ページの長文のものである。市政に関
わる多くの事項についての報告であるが，自己点検書ともいうべきものであ
ろう。この年次報告書が以後毎年ある。これを検討することによって，この
町の歴史を知ることができるであろう。
　この図書館はバークシャー郡の中央舘でもあるということによるのであろ
うが，ここには近隣の町のものもあり，ともにオープン書架に配架されてい
て，市民が閲覧できる。
　図書館に限らず市もこのように年次報告書を出しているが，これは地方史
研究の貴重な史料であろう。日本におけるわが国の地方史研究からみると，
アメリカ地域史研究の史料的可能性の大きいことが示されている。
3　アメリカ公共図書館の印象
　訪れたのはわずかに3図書館に過ぎない。とはいえ，それは世界最大級の
ニューヨーク公共図書館，そしてアメリカ公共図書館の原点のボストン公共
図書館という代表的図書館のほか，日本のライブラリアンが滅多に訪ねるこ
とのできない地方都市の小さい規模の図書館であったということでは，貴重
な経験であった。
　図書館は，ニューヨーク，ボストンともに建築物として両市の誇るもので
ある。天井は高く，ゆったりとした空間がある。ボストンのベイツ・ホール
の雰意気など表現すべくもない閲覧室である。設備のすぐれているであろう
ことはいうまでもないが，建物ということでいうならば，高層建築物の多い
＝ユーヨークでもボストンでも図書館は3階建の建物である。ことにニュー
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ヨークはマンハッタンの高層建築物群のなかの低層の建物であるが，確かな
存在感がある。地方都市のピッツフィールドは2階建てである。
　図書館はいずれにおいても，公共図書館の理念を追求し，実践してきたと
いう歴史を背景に，図書館利用者へのサービスは大島氏の記すとおりであ
る。ニューヨーク図書館は第一級の研究図書館と住民へのサービスを中心と
する各地の分館とが巧みに結びついている，という印象である。
　ピヅツフa一ルドでは入手できなかったし，また，ボストン公共図書館で
は品切れということで入手できなかったが，アニュアルレポートによって，
自己点検・情報公開の努力を絶え間なくしているということを知ることがで
きた。ボストンでは設立に先立つ『！852年理事会報告』と，1853年からの年
次報告の所在をみることができ，これによってボストン公共図書館の発展を
つぶさに検討できるということを知ることができた。ピッツフィールド図書
館では，このピッツフィールドという町の年次報告が所蔵されていること，
そしてバークシャー郡のほかの町のそれもあることを知った。これらes　，そ
の地域史研究を進めることのできる貴重な史料である。
　それにしても，最も印象的であったのはボストン公共図書館のレリーフで
あった。『1852年理事会報告』と，わが国の図書館学者の研究成果を緒くと
き，それはまさに共和国を維持していくということのために公共図書館をつ
くり，維持するという決意を示すものであるという印象を受けた。わが国の
場合，公共図書館はどのような理念のもとにつくられたのであろうか，あら
たな関心をもつに至るのである。
?
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　　1　wish　to　thank　the　following　individuals　for　the　interviews　and／or　informations，
which　were　yery　useful　in　writing　the　above　rnentioned　paper，
MaryJane　Fromrn：　Assistant　Librarian　Jonathan　Edwards　Library
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Berkshire　Comrnunity　College
Min　Zhou：　Reference　Librarian　Forrest　A，　lrwin　Libraty
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jersey　City　State　College
Lee　B，　Dalzell：　Head　of　Reference　Sawyer　Library　Williams　College
Jeanne　Kocsis：　lnterim　Associate　Director　for　Collection　Development
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Main　University　Library　University　of　Massachusetts，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Amherst
Eugene　Wu：　Director　Harvard－Yenching　Library
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Harvard　University
Toshiyuki　Aoki：　Librarian　Harvard－Yenching　Library
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Harvard　University
　　I　also　wish　to　thank　the　following　individuals　for　their　assistance．
　　Professor　Donald　Lathrop　of　Birkshire　Cornmunity　College　and　his　wife　Marion　kindly
offered　rne　the　use　of　their　downstairs　apartment　during　my　stay，　Bob　Delca　of　the
Media　Center　at　Berkshire　Community　College　gave　me　a　copy　of　book　“The
Birkshires”，　which　was　invaluable　to　my　research，　Joseph　and　Kathy　Palermino　as　well
as　Elizabeth，　rendered　me　warm　hospitality　during　my　stay　in　Boston．　My　friend　Chris
Paleimino　and　my　daughter　Yuko　assisted　me　with　interpreting　and　translating　on
varlous　occaslons．
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